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会

報

第
七
号

平
成
二
十
七
年
十
二
月

麻

布

幼

稚

園

麻
布
・
麻
中
・
三
河
台
小
学
校

今
年
度
同
窓
会
会
長
を
清
水
前
会
長

か
ら
引
き
継
ぎ
ま
し
た
水
野
で
す
。
昭

和
二
十
年
生
ま
れ
の
戦
後
世
代
の
会
長

で
す
。

我
が
校
は
昨
年
十
四
年
振
り
に
一
年

生
が
二
学
級
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
も

何
と
か
二
学
級
を
実
現
で
き
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
全
校
生
徒
数
は
六
年

生
迄
合
わ
せ
て
も
二
百
名
そ
こ
そ
こ
の

少
数
校
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
何
と
し
て
で
も
百
四
十
年

の
歴
史
と
伝
統
を
絶
や
さ
ず
、
次
世
代

に
引
き
継
い
で
い
く
事
が
私
達
同
窓
会

の
使
命
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
為
に

も
五
年
毎
の
学
校
周
年
行
事
に
合
わ
せ

て
同
窓
会
を
開
催
す
る
事
は
大
変
に
意

義
が
あ
る
事
で
す
。

日
頃
中
々
会
う
機
会
の
な
い
同
級
生

や
恩
師
と
の
邂
逅
、
年
配
の
方
に
は
懐

か
し
い
校
舎
は
既
に
有
り
ま
せ
ん
が
、

資
料
室
に
同
窓
生
の
小
倉
さ
ん
が
作
製

し
て
く
れ
た
昔
の
校
舎
の
模
型
が
置
い

て
あ
り
ま
す
。
又
、
資
料
室
に
は
菅
野

校
長
の
お
蔭
で
在
校
時
代
の
資
料
が
整

理
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
機
会
が

有
り
ま
し
た
ら
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

そ
し
て
、
そ
の
節
に
は
校
長
先
生
に
在

校
時
代
の
話
を
し
て
頂
け
る
と
歴
史
の

継
承
が
出
来
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
学
校
周
辺
の
都
市
環
境
は

年
々
歳
々
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま

す
。
各
所
で
再
開
発
が
行
わ
れ
、
住
宅

は
集
合
住
宅
が
増
え
、
益
々
人
間
関
係

が
希
薄
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
町
内
会

が
衰
退
し
て
い
る
今
、
学
校
は
子
供
を

通
じ
て
親
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

役
割
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

そ
し
て
、
同
窓
会
は
学
校
の
大
い
な

る
後
ろ
楯
と
し
て
今
後
も
活
動
し
て
い

き
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓

会
を
開
催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
の

は
、
偏
に
裏
方
で
活
躍
し
て
く
れ
ま
し

た
和
田
ご
夫
妻
、
新
保
同
窓
会
事
務
局

長
、
祢
津
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
篠
塚
Ｐ
Ｔ
Ａ

副
会
長
の
お
蔭
と
感
謝
致
し
て
お
り
ま

す
。

百
四
十
年
の
歴
史
を
引
き
継
い
で

同
窓
会
会
長
　
水
　
野
　
統
　
弘

（
昭
和
三
十
二
年
度
卒
）


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同
窓
会
会
長
を
お
引
き
受
け
し
て
か
ら

早
十
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
第
六
号
で
決

意
を
表
明
し
ま
し
た
が
、
実
績
は
充
分
で

な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

麻
布
小
学
校
の
ご
支
援
や
同
窓
会
年
度
幹

事
そ
し
て
事
務
局
・
分
科
会
の
方
々
の
献

身
的
な
ご
努
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
会
費
の
多
く
を
占
め
る
通
信
費
や

若
い
同
窓
生
の
年
度
幹
事
増
強
等
に
つ
い

て
は
今
後
の
改
善
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

在
任
中
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
、
日
米
戦
争
を
回
避
す
る
努
力
を
さ
れ

た
グ
ル
ー
元
日
本
駐
在
米
国
大
使
が
愛
さ

れ
た
桜
を
校
庭
に
分
枝
し
た
こ
と
で
す
。

先
輩
同
窓
生
か
ら
の
話
を
開
校
百
三
十
五

周
年
の
記
念
事
業
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
当

日
は
ル
ー
ス
前
駐
日
大
使
他
関
係
者
が
来

校
し
、
校
庭
の
一
画
に
小
学
生
代
表
と
共

に
植
樹
し
ま
し
た
。
そ
の
後
春
に
き
れ
い

な
花
が
咲
い
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
も
是

非
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
今
年
開
校
百
四
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た

が
、
戦
後
七
十
年
に
も
当
た
り
ま
す
。
昭

和
十
九
年
当
時
の
三
年
生
か
ら
六
年
生
の

一
部
が
集
団
疎
開
を
し
ま
し
た
。
私
も
そ

の
一
員
と
し
て
栃
木
県
岩
舟
に
疎
開
し
ま

し
た
が
、
当
時
の
学
寮
生
活
を
再
現
す
る

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
地
元
の
方
々
の
ご
努
力

で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
私
達
約
十
五
名
も

参
加
し
ま
し
た
が
、
そ
の
縮
小
版
を
今
年

の
学
習
発
表
会
と
式
典
後
に
六
年
生
が
上

演
し
ま
し
た
。

も
う
一
つ
付
け
加
え
た
い
こ
と
は
、
副

会
長
時
代
か
ら
十
五
年
間
小
学
校
の
評
議

員
を
務
め
、
歴
代
の
正
副
校
長
と
小
学
校

の
諸
問
題
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。
議

論
の
前
提
と
し
て
諸
行
事
の
現
場
を
見
て

お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
窓
会
の
た
め

に
も
私
の
勉
強
の
た
め
に
も
大
変
よ
い
機

会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

都
内
で
も
数
少
な
い
永
い
歴
史
を
も
つ

麻
布
小
学
校
の
同
窓
会
と
し
て
、
今
後
新

し
い
役
員
を
中
心
に
開
校
百
五
十
周
年
へ

の
発
展
を
祈
り
ま
す
。

祝
う
会
会
長

議　　事
１．同窓会規約変更承認
２．新人事承認
　　　新  会  長　水野　統弘
　　　　　　　  （昭和三十二年度卒）
　　　新副会長　新保　雅敏
　　　　　　　  （昭和三十七年度卒）

３．同窓会決算承認

今
回
は
麻
布
小
学
校
開
校
百
四
十
周

年
、
麻
布
幼
稚
園
開
園
八
十
周
年
の
祝

賀
会
に
先
立
っ
て
同
窓
会
総
会
を
泉

ガ
ー
デ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
十
一
月

二
十
一
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

議
題
と
し
て
、
一
・
同
窓
会
規
約
一

部
変
更
承
認
、
二
・
同
窓
会
新
人
事
承

認
、
三
・
同
窓
会
予
算
承
認
で
し
た
が

各
案
共
に
ご
承
認
を
頂
き
ま
し
た
。

新
会
長
は
麻
布
小
昭
和
三
十
二
年
度

卒
の
水
野
統
弘
、
副
会
長
は
麻
布
小
昭

和
三
十
七
年
度
卒
の
新
保
雅
敏
が
今
後

の
同
窓
会
運
営
を
託
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

規
約
変
更
に
於
き
ま
し
て
は
将
来
の

同
窓
会
人
事
に
継
続
性
を
持
た
せ
る
た

め
、
副
会
長
が
次
期
会
長
に
就
任
す
る

こ
と
を
決
め
る
と
共
に
、
同
窓
会
財
政

基
盤
確
保
の
観
点
で
会
費
を
三
千
円
に

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
同
窓
会
予
算
と

し
て
は
通
信
費
の
高
騰
、
個
人
情
報
漏

洩
防
止
の
観
点
で
の
名
簿
整
理
の
煩
雑

化
の
要
素
か
ら
厳
し
い
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。　

今
後
は
整
備
を
急
い
で
お

り
ま
す
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
強
化
や
若
年

層
幹
事
の
掘
り
起
こ
し
を
通
じ
て
新
し

い
同
窓
会
の
運
営
に
努
力
し
て
参
り
ま

す
。 祝

う
会
事
務
局
長
　
新
　
保
　
雅
　
敏

麻
布
小
学
校
同
窓
会
総
会
報
告

右
　
：
新
保
新
同
窓
会
副
会
長

中
央
：
清
水
前
同
窓
会
会
長

左
　
：
水
野
新
同
窓
会
会
長
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万歳三唱

左：新保副会長　中央：水野会長　右：祢津 PTA 会長

園歌斉唱

校歌斉唱

祝う会
祝う会風景祝う会風景

お茶会
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幼稚園 ５歳児「祝い　ソーラン」

６年生演技「麻布国民学校集団疎開物語」 

記念式典
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資料展

記
念
製
作
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同
窓
会
副
会
長
　
新
　
保
　
雅
　
敏

（
昭
和
三
十
七
年
度
卒
）

　

こ
の
度
、
副
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
昭
和
三
十
七
年
度
卒
業
の
新
保
雅

敏
で
ご
ざ
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
「
百
四
十
周
年
を
祝
う
会
」
に
多
く

の
ご
来
賓
、
同
窓
生
の
皆
様
に
ご
出
席

賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
素
晴
ら
し

い
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

事
を
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

祖
父
の
代
か
ら
こ
の
麻
布
の
地
で
生

活
し
て
お
り
ま
す
私
は
、
生
ま
れ
も
育

ち
も
六
本
木
で
、
父
や
叔
父
、
叔
母
、

兄
弟
、
そ
し
て
私
の
息
子
も
麻
布
小
学

校
の
卒
業
生
で
す
。
百
四
十
周
年
を
迎

え
る
伝
統
あ
る
小
学
校
で
三
世
代
に
亘

り
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
大

変
幸
せ
な
事
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。
同

時
に
、
同
窓
会
副
会
長
と
し
て
の
責
任

の
重
さ
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
地
域
は
、
一
九
六
四
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て
高
度
経

済
成
長
と
共
に
、
こ
の
半
世
紀
の
間
に

大
き
く
変
化
い
た
し
ま
し
た
。
公
立
小

学
校
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
化
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
生
徒
数
も
大
幅
に
減
少
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
は
、
地
域

環
境
の
改
善
と
共
に
子
育
て
世
帯
も

徐
々
に
増
加
へ
転
じ
て
き
て
、
生
徒
数

も
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
街
は
、
六
本
木
と
い

う
繁
華
街
を
通
学
路
と
す
る
生
徒
た
ち

に
与
え
る
道
徳
上
良
か
ら
ぬ
影
響
も
多

く
、
こ
れ
か
ら
を
担
う
子
供
た
ち
に
真

の
教
育
環
境
を
整
え
て
あ
げ
る
事
は
緊

急
の
課
題
で
あ
る
と
痛
感
し
て
い
ま

す
。
同
窓
生
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
住

民
と
し
て
、
子
供
た
ち
の
た
め
に
よ
り

良
い
教
育
環
境
を
整
え
る
事
に
協
力
で

き
る
同
窓
会
と
な
る
よ
う
務
め
て
参
り

た
く
存
じ
ま
す
。

　

校
訓
で
あ
り
ま
す
「
自
由
・
規
律
・

品
格
」
を
重
ん
じ
、
子
供
た
ち
の
行
く

末
を
皆
様
で
ご
一
緒
に
見
守
れ
る
同
窓

会
に
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
五
年
に

一
度
の
同
窓
会
が
皆
様
に
と
っ
て
有
意

義
な
開
催
と
な
り
ま
す
よ
う
努
力
し
て

参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
何
卒
、
皆

様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

祝う会　関係者（あさのみ OB 会・現 PTA）

左：清水前同窓会会長　　　右：水野新同窓会会長
中央：久津元同窓会会長
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麻布小学校同窓会決算報告

会計期間：平成 22年度～ 26 年度決算

	 科　　目	 金　　額	 備　　考
［収　　入］	 	

定期預金	 2,000,000 円	
普通預金	 2,007,240 円	 内、利息　2,820 円
新規会員（会計年度内卒業生）	 134,000 円	 H22 ～ 26年度卒 134 名入会
期間内寄付金	 251,580 円	 S25 年度卒業生より寄付
小口現金	 170,864 円	
合計	 4,563,684 円	
	 	

［支　　出］	 	
会員名簿管理費	 	
ドメイン使用料＆HP管理費	 130,000 円	 26,000 円 / 年×５年
事務経費	 14,740 円	
会議費	 11,000 円	
合計	 155,740 円	
	 	

［正味財産］	 	
定期預金	 2,000,000 円	
普通預金	 1,341,080 円	
現金	 66,864 円	
１４０周年祝う会準備金	 1,000,000 円	
２６年度末正味財産残高合計	 4,407,944 円	

平成 27年 11月 10日
上記のとおり、ご報告いたします。

麻布小学校同窓会
会　　長　　清水　　宏　　㊞

事務局長　　新保　雅敏　　㊞
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同窓会規約約変更（案）

麻布小学校同窓会規約（改定案）

平成  7年  5月20日　制　　定
平成12年11月18日　一部改定
平成17年11月19日　一部改定
平成27年11月21日　改 定 案

１．	 当会は麻布小学校同窓会と称し、会員の親睦と麻布小学校の発展に寄与す
ることを目的とする。

２．	 当会々員は、麻布小学校の卒業生及び、旧麻中小学校、旧三河台小学校の卒
業生及び、同校旧職員を会員とする。

３．	 当会の事務局は麻布小学校内に置く。
４．	 当会の役員は、会長１名、副会長２名、幹事若干名とする。会長は麻布小学

校卒業生より、副会長は麻布小学校・旧三河台小学校の卒業生より各１名
を選出する。また幹事は各卒業年度ごとに1名を選出し、当会の運営に参画
する。
改定案
当会の役員は、会長1名、副会長1名、幹事若干名とする。
副会長は次期会長とする。
また幹事は卒業年度ごとに1名を選出し、当会の運営に参画する。

５．	 当会会費は麻布小学校周年の５年を以て１期とし１期分会費を2,000円と
する。
改定案
当会会費は麻布小学校周年の５年を以て１期とし１期分会費を3,000円と
する。

６．	 会長は周年毎に会報を発行し、会務の報告、連絡等を行い会員に送付する。
改定案
会長は周年毎（５年毎）に会報を発行し、会務の報告、連絡等を行い会員に
送付する。

７．	 会長は小学校周年毎に総会を召集する。
改定案
会長は小学校周年毎（５年毎）に総会を召集する。

８．	 当会規約の変更を要する時は、総会に於いて行なう。

麻布小学校同窓会事務局

〒 106-0041　東京都港区麻布台１－５－１５
　　　　　　　　　　　　　　　麻布小学校内

FAX.　０３－３５８３－７２２３
Email　azabu.dosokai@gmail.com
HP　　http://www.azabu-dosokai.com/


